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この現象が， 一体， 組織り成員にどのような影響を与えるかに関して FAに
関しては前述したように拙稿で明らかにしたので OAの検討の際に再検討す
るo
12) 仲田E機著， w現代アメリカ管理論史』ミネルヴァ書房， 1985年春照。
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14) 拙稿「工場内の作業における構想と実行の分離JW経梼論叢I1986年9.10月号。



























16) c ベー ロ薯，佐藤慶幸監訳『現代組織論者畔リ』早稲田大学出版部， 1978竿. 7ヘ ジ曇照。











































































































では OA について， 現在の組織論はどのように解釈，展開されるものであ
19) 向上書， 245~246へージ。
20) 向上書， 258へージ。
経首組織論にみられる労働者の発達の側同 (267) 65 
ろう由、。
VT オフィスオートメーション COA)ー結びにかえて




















力にベ-;えを合せて動<J tい号 ζ 左であれば，事務能率の向トを目ぎすため
には，個人の労働速度を可能な限り高めることが，経営者の義務となる。そし























































23) Das Kapital， sand23， Werke， S5. 511 ~512，大月害庖版，第巻633~635ページ。
24) マイクロエレクトロニグスに関しては 多数の論文があるが，その甲で最も目立ったもの白一
っとして，“Microelectronicsand Society" A Report to the Club of Rome. Edited by Glinter 
Priedrichs，の第5章を参照されたい。
